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地

球

節

十

八
億

節

六

既

望
ハ

.I
八

筑
紫
平
野
及
其
の
四
渡
の
地
質
に
関
す
る
遺
構
史
的
考
察

日

良
岬

六
､
地
形
学
的
革
位
面
と
そ
の
地
質
時
代

山

武

雄

A
､
阿
珂
川
流
域

(
第
四
固
参
照
)

那
珂
川
の
支
流
梶
原
川
は
梶
原
盆
地
T
6

･少
､
そ
の
周
遊
山
地
の
北
方
の

7
角
を
破

-
峡
谷
を
な
し
て
流
出
し
､
瀬
月
に
於
で

那
珂
川
平
原
に
出
で
､
兜
に
北
流
し
て
中

原
､
栓
の
水
間
を
通
わ
今

光
に
至
か
､
北

方
下
片
鈍
附
近
に
於

て郵
珂
川
は
合

す
｡

そ
の
統
轄
の
兼
樺
は
於
で
瀬
月
よ
-
今
光

ま
で
運
繕
す
る
段
丘
を
寵
ひ
べ
L
Q
斑
は

鵜
原
川
の
酉
岸
に
も
､
rJ
れ
と
封
種
的
は

各

政
､
枚
の
木
間
に
段
丘
を
組
む
｡
以
上



カ
ー
シ

p
hソ
ノ

の
段
丘
の
背
何
に
先
は

一
連
の

一
段
高

さ
段
丘
あ
-
｡
即
瀬
戸
の
北
､
原
よ
り
中
原
ー
上

白

水

方

面
に
追
跡
す
べ
し

据
仰
川
の
柑
岸
は
於
て
rJ
れ
と
封
立
す
べ
き
段
丘
は
潮
月
以
北
に
小
局
部
在
れ
ど
明
か
は
認
ひ
る
事
を
碍
べ
し
｡
即

rJ
の
附
近
に
据
頂
川
を
さ
し
は
さ
み
封
桝
的
に
二
段

の
段
丘
存
在
す
る
革
を
知
る
｡
面

で前
記
の
瀬
戸
今
光
間
の
下

カ
.-チ
少

階
段
丘
は
北
方
那
珂
川
の
東
岸
響
据
郷
よ
-

上

目

佐

'
下
目
佐
史
に
横
手
附
近
攻
で
連
槙
し
て
敏
速
す
る
段
丘
と
連

チ
サ
バ
ル

ス
グ

鮎
せ
ら
る
べ
-
.上
階
段
丘
は
頂
､中
頂
附
近
よ
か
北
方
に
上
白
水
'
日
弊
塚
'
下
白
水
.
1ヨ

佐

原

'

須

畝

に
至
る
ま
で

嗣
北
四
粁
ほ
瓦
¢
極
め
ry
美

し
き
述
頂
を
不
す
0
両
て
上
階
段
丘
の
基
底
部
は
磯
圏
に
L

Vp
其
上
に
厚

さ
火
山
次

層
あ
わ
｡
即
新
渋
柿
厨
を
-
｡
而
て
下
階
段
丘
に
は
火
山
衣
静
夜
-
全
-
砂
塵
静
の
み
ょ
ヵ
成
～,h
t
こ
れ
は
上
階
段

丘
圏
に
勤
し
不
基
各
組
係
に
あ
る
新
期
成
履
物
と
考
ふ
べ
き
に
よ
カ
､
之
を
岬
積
期
堆
積
物
と
推
定
す
べ
し
｡
即
北

九
州
に
は
塊
沖
積
氾
濫
原
よ
り

山
段
高

FJ段
丘
暦
と
し
て

､
坤
積
期
堆
積
物
の
春
准
す
る
事
に
佳
日
す
べ

き
在
か
｡

Pa
､
〓

用

布

附

近

(
第
五
間
参
照
)

(1.)

北
九
州
は
於
で
敢
顕
著
在
る
北
仲
⊥
約
束
に
走
る
三
郡
構
造
線
の
影
響
は
よ
-
作
ら
れ
た
る
二
日
市
地
溝
帯
内
に

は
､
七
吋
米
乃
至
千
米
の
幅
員
を
以
て
北
西
-
南
東
は
約
四
粁
の
延
長
を
カ
も
ち
高
距
五
十
乃
至
六
十
米
の
低
卒
な

る
北
岡
岩
の
丘
陵
地
を
温
む
｡

rJ
の
丘
陵
の
示

す
寧
粗
面
を
此
塵
に
A
面
と
呼
ぽ
ん
｡
rJ
の
A
面
は
斑
は
南
方
原
田

基
山
方
面
に
追
跡
す
る
郡
を
租
｡
次
に
A
面
を
形
成
す
る
花
岡
岩
の
侵
蝕
凹
地
に
下
よ
-1
磯
暦
軽
石
暦

ロ
ー
ム
層
の

順
序
む
以
V
'
明
瞭
は
新
洪
鵜
樹
に
屈
す
べ
41J堆
精
物
存
在
す
O
,)
の
新
洪
積
静
は
川
口
川
を
隔
て
て
水
岡
筑
紫
原

刑
以
南
ま
で
蛮

47J面
精
は
瓦
-
､
四
十
兼
乃
至
五
十
米
の
高
距
を
有
す
る
軍
規
面
を
構
成
す
｡
rJ
机
は
明
か
に
郡
珂

川
流
域
の
上
階
段
丘
の
平
川
面
と
同
時
代
の
も
の
ほ
し
で
t
rJ
J
に
B
面
と
呼
ぽ
ん
｡

筑
紫

-#
野
及
北
ハ
の
凹
近
の
他
部
に
酬
す
る
造
林
虹
的
背
筋

空

七

一
九



節十
八
番

R
l
八

二O

fJ
の
附
近
の
水
流
系
を
見
る
ほ
､

高
雄
山
は
川
源
を
も
つ
高
雄
川
は
北

南
流
し
鬼
面
附
近
に
至
っ
て
北
西
に

流
路
を
晒
じ
､
前
記
の
花
開
岩
の
丘

陵
帯
を
縫
S
三

1
日
苗
に
出
で
'
湯

町
の
南
方
武
戴
附
近
よ
与
敬
し
場
町

を
迫
み
て
北
流
す
る
湯
町
川
と
各
し

博
多
幣
に
向
ふ
｡
次
に
遍
か
西
南
山

口
村
方
面
よ
与
北
東
に
向
つ
て
流
る

る
山
口
川
は
地
溝
帯
に
出
で
て
急
は

摘
東
に
方
向
を
潜

へ
､
永
岡
の
下
に

於
で
薯
溝
川
と
合
し
て
甫
流
す
｡
即

二
日
市
の
福

一
粁
上
古
賀
附
近
は
高

距
五
十
米
は
繍
た
ぎ
る
平
地
在
れ
ど

も
､
筑
紫
山
脈
に
展
す
る
兼
問
両
山

地
を
連
絡
す
る
北
九
州
は
於
け
る
敢

東
要
な
る
分
水
界
在
-1
.
両
で
乙
の



分
水
界
附
鑑
の
堆
積
物
は
'
湯
町
川
沿
岸
に
於
で
河
岸
段
丘
を
作
る
砂
磯
暦
を
以
て
構
成
せ
ら
る
｡
而
て
そ
の
極
め
tJ

大
量
在
る
堆
積
物
は
附
近
の
諸
州
の
水
且昔

み
推
定
す
る
時
は
'
そ
の
大
部
分
は
山
口
川
に
蹄
す
べ

d
J改
み
｡
取
で

野
添
.
石
崎
､
針
摺
及
俗
別
院
の

完
町
に
洪
積
暦
の
存
在
す
る
ほ
拘
ら
ず
､
上
古
賀
附
近
の
分
水
界
を
な
す
地
域
に

は
金
-
洪
積
層

を
目
撃
せ
ず
､沖
積
闇
の
み
な
る
は
.
過
去
は
於
で
乙
の
分
水
界
を
越
し
て
水
路
の
存
在
す
る
藍

風
味

す
る
.も
の
な
ら
ん
｡
如
期
し
て
上
古
賀
分
水
碁
附
近
の
堆
積
物
は
最
近
の
地
盤
隆
起
藍

凪
味
す
る
河
岸
堆
積
物
に
L

v･
那
珂
川
流
域
.に
於
で
有
期
沖
積
暦
と
在
せ
る
下
階
段
丘
に
封
此
す
べ
-
t
rJ
の
平
粗
面
を
C
面
と
し
て
示

n
A

c､
久
留
栄
地
方
の
丘
陵
地

(
第
二
間
参
照
〕

八
女
丘
陵
に
於
で
岡
山
村
及
長
峰
村
の
ロ
ー

ム
層
を
主
と
す
る
新
洪
積
層
よ
か
成
る
低
率
在

る
段
丘
面
は
明
か
に
二
日
市
附
近
及
那
珂
川
流
域
の
B
面
に
封
比
す
べ
-
p
而
て
こ
の
平
坦
面

と
五
十
米
乃
至
六
十
米
の
苗
距
を
有
す
る
八
女
丘
陵
の
脊
染
面
と
の
踊
係
は
､
二
日
市
附
近
ほ

於
け
る
新
洪
積
層
の
B
面
と
花
園
岩
の
A
両
と
の
関
係
に
類
似
す
｡
即
八
女
丘
陵
の
脊
梁
面
は

A
両
夜
カ
｡

次
に
高
良
姦
及
上
津
荒
木
丘
陵
方
向
に
於
て
は
､
鮎
々
と
し
で
露
出
す
る
iL
生
野
及
鹿
大
覆

る
久
留
米
暦
と
が
五
十
米
乃
至
六
十
米
の
市
振
を
以
て
地
形
撃
的

〓
単
位
面
を
形
成
す
.
即
A

面
在
り
?
次
に
是
よ
-
一
段
低

さ
FQ
面
は
三
井
町
の
北
､
旗
崎
附
近
に
放
て
最
よ
-
現
は
れ
､

ロ
ー

ム
暦
下
に
厚

さ
磯
静
聴
遷
す
｡
同
地
よ
み
西
方
千
本
杉
に
向
S
て
東
西
に
玉
来
乃
至
入
来

の
魚
屋
を
作
る
.
然
れ
ど
旦
向
良
内
､
図
分
射
撃
場
等
の
示
す
寧
坦
面
に
放
て
は
ヮ
-
ム
暦
を

筑
紫
平
野
及
共

の
田
近
の
地
質
に
関
す
る
泣
構
兜
的
考
察

囲

‥九

二
E



地

坪

約

十

八懇

節

六
雛

M
二
rJ

二
二

見
ず
｡
若

FJ砂
塵
暦
が
厚
-
堆
積
L
p
久
留
米
静
計
t砥
抜
被
覆
す
｡
即
乙
の
.地
域
の
地
表
面
は
左
記
の
最
下
階
段
丘

C
両の
延
長
に
廃
し
､
rJ
の
附
進
に
於
で
は
洪
積
層
は
尖
油
せ
る
な
ら
尤
(
第
七
閲
嚢
照
)0

･･f-
ホ

上
記
の
B
面
Iを
剥
す
る
急
･:伐
の
北
西
は
証
に

tf
段
低

F
,段
丘
あ
-
｡
即

見

様

ー
枝
光
､
市
上
､
櫛
原
を
連
ぬ
る
兼

酉
に
走
る

一
線
に
よ
-
劃
せ
ら
る
る
段
丘
は
し
て
p
久
留
米
捕
縛
の
大
牢
は
rJ
の
段
丘
上
に
あ
ら
rt
耐
て
こ
の
段
丘

を
形
成
す
る
地
膚
は
有
期
坤
精
時
代
の
堆
積
物
に
屈
し
p
そ
の
低

さ
平
坦
面
は

C
面な
る
却
別
か
な
-
0

着
の
如
-
A
B
C
三
平
均
面
を
封
此
す
る
時
は
､
B
C
画
面
は
各
新
洪
積
潮
来
及
薦
沖
積
期
末
形
成
の
堆
積
而
な

る
は
封
し
､
A
田
は
久
留
米
層
堆
積
複
の
形
成
は
屈
す
る
浸
側
面
を
ゎ
.

わ
､
筑
後
川
北
洋
の
筑
紫
卒
野

(第

一
間
参
照
)

筑
紫
平
野
に
於
け
る
敢
顕
著
な
る
河
岸
段
丘
は
筑
後
川
の
北
岸
は
延
長
三
十
飴
粁
ほ
亘
-
教
連
す
る
Cq
面
怒
ら
｡

即
杷
木
よ
-
朝
倉
縛
道
は
沿
以
迫
堂
比
良
飴
は
至
む
う
史
は
関
し
て
乙
五
九
､
田
島
､
鎌
崎
､
小
隈
'
本
郷
､
大
刀

洗
を
経
て
賓
溝
川
を
汲
み
､
葡
義
骨
状
幅
む
過
-
て
藤
の
赤
に
芋

ch.
更
に
閣
南
方
に
折
れ
儀
徳
'
江
島
､
於
保
旦

計
痩

身
で
千
葉
以
酉
に
廷
ぶ
O
筑
紫
平
野
内
に
は
こ
の
束
酉
に
延
び
た
る
段
丘
蔑
以
北
に
庚
-
新
洪
積
静
分
布
す
｡

筑
後
川
の
南
岸
ほ
は
'
北
岸
に
此
し
て
B
両
の
畿
連
覇
著
在
ら
ず
､
只
山
春
の

一
角
に
於
で
rJ
れ
あ
る
の
み
O

瓦
､
鳥

栖

神

崎

聞

(
第
.7
聞
巷
照
)

鳥
栖
醐
晴
間
に
於
で
も
､
A
CQ
両
前
の
磯
連
明
瞭
を
-
｡
殊
に
中
原
地
方
の
磯
暦
は
僅
-
磯
達
し
､
其
表
面
を
薄

-
被
覆
す
る
ロ
ー
ム
暦
と
北
ハほ
美
し
FJB
面
を
作
る
｡

(

三
養
基
申
嘩
枚
は
其
面
上
に
廻
っ
)な
は
{J
の
地
方
は
放
て

特
に
注
意
す
べ
pJは
'
中
原
の
東
方

一
肝
の
花
園
岩
よ
-
成
る
A
面
上

は
瓦
図
線
暦
の
春
在
す
る
事
な
-
｡
即
久
留



筑
紫
平
野
放
此
ハ
の
四
辻
の
地
既
に
的
す
る
地心
柵
史
的
背
筋

米
以
南
の

立
間
磯
暦
と
I封
比
す
べ
き

な
ら
凡
｡

甘
'
黒
木
地
方

本
地
方
に
於

では
'
阿
蘇
熔
岩
在

る
ぼ
き
次
石
熔
岩
流
れ
'
同
時
は
火

山
衣
の
飛
凍
あ
ら
･て
厚

さ
堆
積
物
を

形
成
せ
る
た
め
p
前
記
の
A
Eq
面
の

匿
別
成
立
せ
ず
｡
即
前
記
の
平
均
面

の
設
定
は
阿
蘇
火
山
は
接
近
せ
る
地

方
に
放
て
は
通
用
す
る
能
は
ず
｡

七
～
久
留
米
暦
の

時
代

以
上
第
三
四
五
節
に
於
y
p
久
留

米
暦
の
分
布
及
各
地
の
地
質
構
造
を

局
部
的
に
考
察
し
た
れ
ど
も
､
今
之

を
大
局
よ

-
再
度
見
宮
ほ
す
必
要
あ

竺

-

二
三



地

球

葬
十
八
食

節
六
班

讐
ニ

ニ
凹

む
｡

今
暇
-
ほ
.

本
地
方
は
久
留
米
暦
堆
積
常
初
既
は
現
在
の
如
き
地
形
完
成
せ
ら
れ
､-
そ
rJ
は

久
留
米
暦
は

D
eita
堆
積
物
と
し
て
成
生
せ
ら
れ
し
も
の
と
想
像
す
べ
し
｡
然
る
時
は
現
在
の
地
層
傾
斜
は
堆
積
常
時
の
傾
斜
堆

積
面
は
よ
少
糖
果
せ
ら
れ
し
も
の
と
怒
ら
'
叉
瓦
圃
磯
野
と
久
留
米
暦
と
は
北
部
は
於
で
整
各
､
南
部
は
於
で
不
整

各
軸
係
に
あ

る
事
情
も
最
簡
畢
に
訣
別
す
る
都
を
碍
べ
し
｡
即
久
留
米
暦
の
堆
積
皆
初
は
湯
納
兜
附
近
以
北
紘
末
端

傾
斜
堆
積
耐
存
在
し
[
堆
積
膨
脹
と
共
に
傾
斜
面
が
漸
次
北
部
に
達
移
せ
与
と
考

へ
'
そ
の
後
多
少
の
上
昇
と
共
に

第 八 固

くり tりACL)J･ホ郎1相･オけ･L,oJrt地積卿如Illqtl)･t地碗穆呼
.:I::･芽.:請('f::}二

'3日赫離A,盟.職〝叫

絹JE;仰肘止八甘轟M也 南
部
の
水
平
堆
積
部
の
上
面
が
浸
馳
せ
ら
れ
'
更
に
を

の
浸
蝕
而
及
末
端
傾
斜
両
上
は
荘
園
磯
暦
が
堆
積
せ
ち

と
せ
ば
可
を
ら
尤
(
第
入
間
馨
照
)更
は
親
木
地
方
は
於

でも
同
様
南
両
に
傾
斜
堆
積
両
を
有
す
る
三
角
洲
堆
積

物と
し
て
説
明
せ
ば
如
何
｡

煎
れ
ど
79
異
に
か
J
る
簡
明
の
み
を
以
て
し
､
そ
の

後
の
地
政
鼻
動
を
無
親
す
る
都
は
種
々
の
事
情
よ
-
承

殻
す
べ
か
ら
ず
｡
何
と
在
れ
ば
も
し
久
留
米
層
堆
積
磯

の
地
殻
鼻
動
を
暇
足
せ
ざ
る
時
は
'
久
留
米
暦
の
漢
大

を
る
堆
積
物
は
'
黒
木
丘
陵
附
近
ほ
於
で
商
流
L
t
上

津
荒
木
及
高
良
内
附
近
ほ
於
tJ
北
流
す
る
河
川
に
ょ
み

供
給
せ
ら
れ
し
も
の
と
考

へ
ざ
る
可
か
ら
ず
｡
こ
れ
槌



め
て
奇
怪
の
戚
あ
-
｡
今
恨
み
に
強
い
て
,J
れ
が
説
明
は
河
川
の
蛇
行
を
憩
像
す
る
も
､
そ
の
堆
積
物
の
岩
磐
等
を

考
慮
す
る
時
は
､
同
暦
堆
積
常
時
は
其
地
貌
及
水
系
が
現
今
と
著
し
-
典
-
'
少
-
も
現
在
の
筑
後
川
上
流
方
面
の

水
が
水
蝿
山
塊
の
商
に
瀬
ぎ
更
に
曲
折
し
て
久
留
米
方
面
に
向

へ
-
と
想
像
せ
ざ

る
.I(
か
ら
ず
｡
即
罫
に
水
準
の
醇

化
の
み
凝
ら
ず
'
地
塊
運
動
の
想
定
を
必
要
と
す
｡
水
蝿
山
塊
の
北
側
散
光
酉
に
裁
断
し
､
美
し

き
急
傾
斜
面
堅
耶

(･J=)

す
水
蝿
断
層
崖
の
形
成
も
､
乙
の
久
留
米
暦
堆
積
彼
の
地
殻
軍
動
に
蹄
す
べ
き
か
'
史
は
湯
納
楚
附
近
の
背
斜
構
造

の
存
在
､
高
良
内
附
近
の
久
留
兼
暦
が
四
十
度
以
上
の
急
傾
斜
聖
ホ
す
軍
資

p
定
に
舌
骨
及
忠
見
附
蓮
の
久
留
米
暦

の
走
向
傾
斜
の
擾
乱
等
に
至
で
は
勿
論
そ
の
後
の
地
殻
担
動
を
想
定
せ
ず
し
て
説
明
す
る
罫
不
可
能
を
J
｡
故
に
結

局
次
の
結
論
は
連
す
｡
即
久
留
米
暦
の
大
部
分
は

D
etta
堆
積
と
し
て
形
成
せ
ら
れ
､
塵
積
常
時
よ
か
幾
分
傾
斜

せ
ら
と
な
す
も
､
現
在
見
る
如

き
構
造
は
主
と
し
て
そ
の
後
の
地
殻
鍵
動
に
ょ
土
光
成
せ
ら
れ
し
な
-
｡
余
は
rJ
の

鼻
動
を
後
久
留
米
担
動
と
名
づ
け
ん
.
即
前
節
に
於
で
漁
忽
せ
る
高
良
内
断
層
'
備
楽
断
層
及
黒
木
断
層
等
の
完
成

は
後
久
留
米
鼻
動
に
蹄
す
べ
き
な
み
｡

以
上
の
如
-
考
察
す
る
時
は
久
留
米
暦
は
新
洪
積
層
と
断
然
置
割
せ
ら
れ
､
温
か
は
甘
期
の
堆
積
物
在
る
事
明
瞭

な
ら
0
何
と
在
れ
ば
上
記
の
B
平
坦
面
は
新
洪
積
層
堆
積
面
に
し
て
､
そ
の
連
続
性
よ
卓
見
で
'
同
僚
堆
積
後
特
筆

す
べ
き
地
塊
運
動
秘
め
ら
れ
ず
｡
故
に
今
久
留
米
暦
の
時
代
に
閥
L
t,
功
の
二
期
何
れ
在
る
か
む
吟
味
す
れ
ば
足
ら

凡
｡
即

l
は
瑞
穂
時
代
､
二
は
大
塚
排
撃
士
等
の
所
謂
鮮
新
洪
積
期
を
少
｡

(
.ヱ

矢
部
教
授
は
北
中
部
九
州
と
南
部
九
州
に
布
は
れ
た
る
第
三
紀
以
後
の
鍵
動
地
史
を
此
放
し
て
'
左

の

如

-
示
さ

れ
た
少
｡筑

紫
平
野
及
北
ハ
の
叫
妃
の
地
封
に
閥
す
る
拙｡J
柵
史
的
背
教

竺
三

二
Lld



鱗十
八

令

節
大
総

望

脚

準

津

沈

降

時
代

i==
千
穂
隆
起
時
代

瑞

砧

沈

降

岬
代

激

偽

隆

起

時
代

し

=

LL
h
J
秋
川

｣ノ
ー州ノ
｣･｢
-

.｣-

i
;

第

三
紀

府
の
耽

研

北

陸

形

式

陸

地

阿
暗

析

P
er
i･J
u
n
gh
a

i
d
istu
r
b
an
c
e

税
今
の
地
盤
が
示
す
平
地

附
の
形
成

地
塊
迩
劫
及
火
山
柵
動

九

州

南

部

汁;
飾
三
和

伸

の琳
枇

(醗

光)

譜
し
き
陣
地
を

仰
ふ

碓随

形式

北
南
よ
り
瑞
穂
泊
の

脂性

P
e
ri･J
tnng
h
ai
d
ist
u
r
b

ance

同

じ

故
に
瑞
穂
続
と
敷
島
続
と
の
境
は

P
erilJ
u
n
g
h
a
i
di
st
u
rb
ance
ほ
よ
り
匿
劃
せ
ら
る
べ
p
J夜
-
｡
従
っ
て
久

留
米
暦
の
時
代
は
､
同
暦
の
構
造
む
支
配
す
る
後
久
留
米
暴
動
が

P
e
r
i
･Jun
g
h
ai･d
i
sturb
ance
と
同
時
期
な
る

や
否
や
に
よ
-,L決
定
せ
ら
る
べ
し
｡

筑
豊
炭
田
の
最
79
特
長
あ
る
地
階
構
造
は
南
北
走
向
及
北
々
西
-
前
々
兼
走
向
の
断
簡
ほ
よ
り
北
々
酉
-
福
々
東

は
帯
状
に
延
び
た
る
四
個
の
置
域
に
分
た
れ
､
各
匿
城
の
第
三
紀
層
は
其
西
経
は
於
て
は
常
に
基
盤
を
不
整
合

に
被

へ一り)

覆
す
る
に
勤
し
､
そ
の
東
棟
は
常
に
右
の
断
犀
に
ょ
-,h裁

断

せ

ら
る
｡
欠
部
教
授
は
之
等
の
断
層
中
特
に
南
北
向

き

の
も
の
を
蔑
め
る
地
殻
鼻
動
を
小
藤
教
授
の
所
謂
大
白
山
断
簡
系
に
相
棒
せ
し
め
'
同
数
接
の
命
名
に
捉
S

P
eril

J
u
n
g
h
ai･d
is
tuTb
anceと
せ
ら
れ
な
り
｡
余
は
乙
の
地
殻
砕
勤
に
閥
し
､
筑
紫
平
野
は
救
近
接
せ
る
朝
倉
炭
田
に
就

dTJで
次
の
如

き
事
賓
を
磯
見
せ
ヵ
｡
同
炭
旧
に
於
で
は
育
第
三
紀
層
上
は
不
盤
各
は
線
色
担
朽
安
山
岩
及
基
塊
岩
布

衣
す
｡
両
で
同
数
関
に
は
数
多
の
北
酉

1
両
兼
向

F
Jの
断
層
存
在
し
.
そ
の
中
戯
顕
著
在
る
中
山
断
層
及
古
城
原
断

層
に
介
在
す
る
土
師
山
匿
域
(第
三
岡
参
照
)
に
於
で
北
西
南
東
の
断
面
問
を
作
製
す
る
時
は
第
九
間
の
如
し
｡
第
三



配
暦
と
基
盤
と

の
接
場
面
は
南

米
に
行
-
に
従

払
縦
断
暦
の
影

響
に
ょ
-
階
段

式
に
上
昇
す
る

に
係
は
ら
ず
'

第
三
紀
層
と
先

晩
岩
と
の
不
整

各
面
は
連
縛
す

る
平
面
を
な
し

光
に
約
二
十
二

庇
傾
斜
す
｡
故

に
同
置
域
を
南

北
に
裁
断
す
る

縦
断
瞥
系
は
基

塊
岩
堆
積
以
前

筑
紫
呼
野
及
北
ハ
の
糊
妃

の
他
部
に
捌
す
る
泣
柵
史
的
増
水

凹
孟

二
七



節 九 国 賓珠山炭田断面 閲

解
十
八
懲

第
六
班

竺
六

二

八

は
成
生
せ
ら
れ
た

る
な
-
｡

従
で
集
塊
岩
以
後
の
堆
積

物

た
る
久
留
米
厨
は
P

e

ri
･

l
ung
ha
i
d
is
tu
r
b
an
ce
以
後
の
珪
成
物
と
云
ふ
べ
し
｡
即
久
留
米
暦
は
瑞
穂
時
代
以

後

の琴
b
-
斬
新
洪

積
期
の
堆
積
物
な
ら
ん
と
思
惟
す
べ
し
｡

～
Jの
闘
係
を
､
既
は
語
学
者
は
よ
-
開
明
せ
ら
れ
た
る
踊
兼
地
方
の
敷
島
舵
と
封
此
す
る

に
次
表
の
如
し
｡

i Oヲ附セル位毘-

正椛i:碓メタp
ll 水平坑道以上ノ地

厨ノ走向傾約-ill

碓 =知9得タil

iiL金剛試批A及BF-
於ケル地暦ノ迅大

傾斜角ヲ知 ル

附半屈. 附華 ㌔附的 附大 地米･粕.･方逆 仙̀ 北九分 州

1g: 罪 大火櫛.村 柄 種ニ呪府rr_rl

川 柴r 坊

湊麻肺 J,i,I三 間.≡ 町厨昔 甘 琴

ロI ーコド

A暦 A府 . ム? IL1 ム ム暦 僚

成 拙山 抄 砂据 Ig若轡宗 熔
= ノ､j 僚 断 -慧i ) 石
膚 厨手 厨 , 厨暦 蒜巌 厨.

厨 一議lLf憲一,慧 馴 軸 発 雷Jrji

flf成層野 厨谷土 地普監 窟 紺J成層 ∵ ∴

刺 ノ撃 = 成 ･前 傾



t

･/

長
崎
iE
の
商
東
五
粁
茂

木

の
凝
悉

石
滑
は
矢
部
数
授
け
よ
-
P

e

ri･J
u
n
g
h
a
i

d
i
s
t
u
r
b
an

c
e

以
後
の
堆
積
を
タ

と
せ
ら
れ
た
る
も
の
に
L
y
p
同
数
接
は
更
に
そ
の
中
は
含
ま
る
る
植
物
化
石
を
研
究
し
'

同
闇
は
山
地
中
の
室

一

I;.)

〇
米
内
外
の
盆
地
内
に

堆
積
せ
-
と
考

へ
ら
れ
カ
-
｡
即

P

e
ri

J

u
n
g
h
a
i

d
i
s
t
u
r
b

a

n
c

e

以
後
は
於
で
圭

7
0
米

内
外
の
高
度

よ
り
海
面
ま
で
低
下
せ
る
時
期
を
皿
考
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
｡

而
て
そ
の
時
期
は
恐
ら
-
乙
し
け
所
謂
筏

久
留
米
麺
動
と
同
時
期
な
ら
ん
｡

在
は

叉
朝
倉
炭
田
の
前
記
の
不
盤
各
面
の
傾
勅
も
準
b
-
空

軍
動
の
所
産
夜

ら

ん

か

｡

八
-
轄

臥

軸
穂
期
末
の
地
殻
夢
動
即

P

e
r･i･
J
u
n
g
h
a
i

d
i
s
t
u
r
b

a
n
c

e

は
摘
北
及
牝
々
西
卜
面

々
束
の
断
層
系
を
産
み
p
そ

れ
以
前
の
地
膚
に
勤
し
北
酉
南
東
の
走
向
を
奥

へ
た
-
0

両
る
に
久
留
米
暦
の
構
造
を
支
配
す
る
後
久
留
米
鼻
動
は

恥
閣
-

寓
東
乃
至
西
北
西
-

東
南
東
に
走
る
断
簡
系
を
形
成
す
と
同
時
に
'
久
留
米
圏
に
対
し
北
米
南
西
の
走
向
を

典

へ
た
-
｡
即
各
軍
動
の
結
果
た
る
地
層
走
向
に
か
J

る
顕
著
在
る
差
違
あ
る
事
は
標
目
す
べ
き
革
質
を
わ
｡

筑
紫
卒
原
の
北
米
境
を
劃
す
地
形
上
敢
顕
著
な
る
三
郡
断
簡
は
酉
北
酉
-
東
南
東
に
走
～,h
p
更
に
脊
振
山
塊
に
磯

連
す
る
断
層
系
も
北
西
-

南
東
或
は
酉
北
西
-

東
南
東
向

き
の
も
の
多
し
｡
再
三
剛
遇
の
捕
集
断
暦
の
延
長
が
蛤
岳

脊
振
山
､
猟
師
岩
山
及
金
山
等
の
連
峰
の
南
西
側
に
北
西
⊥

岡
束
に
教
連
す
る
低
地
帯
と

一
致
す
る
事
賓
は
注
目
は

催
す
｡
脊
振
山
脈
に
於
で
地
形
的
高
庇
分
布
よ
｡
考
察
す
れ
ば
､
其
唯
中
原
面
が
同
線
に
ょ
㌔

其
南
西
側
に
於
て

約
三
百
米
階
落
せ
る
事
を
観
取
し
村
べ
-
､
膳
串
断
層
の
性
質
と

.1
致
す
｡
即
こ
れ
等
の
北
蘭
-

甫
兼
乃
至
西
北
西

筑
紫
平
野
及
共

の
田
近
の
地
質
に
捌
す
る
出
納
虹
的
奇
祭

竺
七

二
九



地

球

節
十
八
篠

解

六

批

竺

(

三〇

-
束
南
東
の
断
衛
系
聖

二
郡
新
暦
系
の
名
を
以
て
呼
べ
ば
､
三
郡
断
層
系
は
後
久
留
米
担
動
ほ
よ
り
完
成
せ

t
ら
れ
LJ

る
な
ら
八
〇

次
に
捕
集
断
層
そ
の
他
の
構
造
線
に
よ
-
匿
介
せ
ら
る
る
久
留
米
厨
の
各
地
塊
の
地
表
面
が
仝
-
同

〓
向
距
の
中

州
而

h
T形
成
す
る
郭
賓
よ
む
考
察
す
る
時
は
､
同
平
坦
面
は
後
久
留
米
鼻
動
以
後
の
形
成
に
属
す
る
事
明
か
夜
-,h
P

耐
て
北
九
州
の
聴
中
原
形
成
は
三
郡
断
層
系
磯
蕉
以
前
に
屈
す
と
考
ふ
べ
き
に
よ
り
､
上
記
の
A
面
の
封
此
ほ
誤
-

無
し
と
せ
ば
､
久
留
米
丘
陵
と
同
様
は
A
面
と
し
て
示
し
た
る
韮
崩
岩
に
ょ
-
構
成
せ
ら
る
J
五
十
米
乃
至
七
十
米

a
.高
批
を
有
す
る
平
坦
街
は
唯
串
原
の
階
路
面
と
見
る
能
は
ず
､
面
で
A
両
の
分
布
状
態
よ
り
察
す
る
時
は
恐
ら
-

童
か
ほ
後
期
に
鷹
す
る
海
蝕
而
な
る
べ
し
｡

以
上
論
議
せ
る
諮
項
を
絶
宿
し
て
地
史
の
大

要
を
託
す
る
は
'
瑞
穂
期
末
の
担
動
彼
､
耶
馬
瑛
地
方
に
安
-;
岩
の

流
出
及
基
塊
岩
の
堆
積
等
布
は
れ
､
之
に
檎
潰
し
て
p
或
は
地
盤
の
上
昇
に
件
ふ
浸
無
期
を
隔
て
て
.
久
留
米
暦
が

三
角
洲
堆
積
物
と
し

て生
成
せ
ら
れ
'
其
後
援
久
留
米
挺
動
け
よ
り
捷
曲
及
傾
勤
行
は
れ
､
同
時
に
著
し

qu沈
降
運

動
あ
わ
､
こ
～
に
於
て
大
膿
今
日
と
何
棟
の
地
貌
を
量
し
た
れ
ど
も
､
海
水
は
現
在
の
六
十
米
乃
薫
七
十
米
の
高
距

ま
で
投
入
し
､
海
蝕
両
A
を
形
成
す
｡
即
歯
時
は
二
日
市
地
溝
を
通
じ
て
日
本
海
方
面
と
現
在
の
有
明
海
と
は
連
絡

せ
る
な
み
.
ね
だ
花
立
山
及
朝
日
山
は
小
島
と
し
て
海
面
上
は
そ
の
頭
角
を
露
出
せ
る
客
ら
止
｡
A
面
上
は

亙
回
顧
ー

暦
堆
積
し
､
そ
の
後
地
盤
上
昇
に
件
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